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------ 「スキルアップ研修会に参加して」 2016 年 12 月 10～11 日  於：淡路  ------ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
私は、審判を始めてまだ一年も経たない内にこの研

修会に参加させていただきました。 

私の周りは、ベテラン審判員や私と同じようにまだ

始めて間もない審判員もおり、ベテラン審判員から

は、沢山のことを学び、まだ始めて間もない審判員

からは、お互い頑張ろうと励まし合うことができま

した。 

今まで自分が審判をしている映像など見たことが

なく、今回の研修で初めて見ました。そこで改めて

自分の審判としての実力や課題が明確に分かり、そ

こからどのようにすれば良いのかなど、ベテラン審

判員などに教えて頂きとても貴重な時を過ごせたな

と思いました。 

この研修会の醍醐味であると思われるベテラン審

判員やインストラクターからのアドバイスがもらえ

たり、沢山の審判員との交流を深める事が出来たか

と思います。ありがとうございました。 

 

[1 日目] 

一試合目、私は初めて第 4 の審判員をさせていただ

きました。初めてだったのでとても緊張しましたが、

常にインストラクターの方が一緒にいて沢山のこと

を教えて頂いたので、難なく無事に試合を終える事

が出来ました。 

そして、二試合目、私はアシスタントレフェリーを

しました。そこでは、自分の課題であるオフサイド

ラインを意識するという姿勢で臨みました。その部

分はクリアしたかと思うのですが、映像で見ても体

の動きが硬く、また沢山の課題が出来ました。 
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[2 日目(最終日)] 

 一試合目は、アシスタントレフェリーをしました。 

その試合は、メイングラウンドでする事が出来まし

た！とてもグラウンドの状況がよく、とても楽しく

アシスタントレフェリーをする事が出来ました。 

 

課題としては、今回はオフサイドライン、タッチラ

イン、ゴールラインを意識し、フラッグを挙げる時

にいつもより少し高めにあげるということを意識し

て試合に臨みました。結果としては、少しクリア出

来たかと思います。 

 

二試合目は、この研修会で初めて主審を任されまし

た。この研修会での課題である『試合開始 10 分の

集中力を高め、試合序盤から試合に関わる』と言う

ものでした。私は試合序盤から関わろうと思い、い

つもより少しボールとの距離を縮めて正確なジャッ

ジをしようと心がけていました。ですが、試合後映

像を見て振り返ってみると、ボールに関わろうとし

ているのは、分かるのですが、審判員としてのポジ

ショニングが出来ていなく、ファウルを何回か見逃

していたりと、出来はあまり良くなかったように思

われました。 

そこで一緒に映像を見ていたベテラン審判たちか

ら私に沢山のアドバイスと課題を教えて頂きました。  

この課題をこれからの審判活動でクリアしていこ

うと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストラク

ター/観戦側も

その一挙手一

投足に注視し

た。 

課題である 

『試合開始 10 分 

の集中力を高め、 

試合序盤から 

試合に関わる』 

ことを意識して 

臨んだ。 

試合後、撮影した映像を元に各班に分かれ、インスト 

ラクターから各審判員へ個別指導を行った。 

 



 

Hyogo Football Association Referee committee  
兵庫県サッカー協会 審判委員会  

 

RN20170101-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 10 日から 11 日(1 泊 2 日)にかけて行われ

ました、2016 年度兵庫県スキルアップ研修会に参

加し、とても中身が濃い2 日間の研修会であったと

実感しています。 

4 級から1 級審判員までと幅広い審判員の方が参

加しました。7 グループに分かれての研修は少人数

で、インストラクターの方からの適切な指導がいた

だけました。 

 

今回の研修では主審、副審、第4 の審判員とそれぞ

れ担当させていただきました。主審は試合開始 10

分の集中力を高め、試合の序盤から試合に関わるこ

と、副審はオフサイドラインの見極めを確実に行う

こと、第 4 の審判員は与えられた任務を確実に行い、

主審・副審の気持ちを考えること、がそれぞれの個

別テーマでした。 

 

実際に主審を担当して試合開始10 分の入り方を

意識して慎重に入りました。やはりファウルの判定

基準や選手とのコミュニケーションが図れないまま

試合が進んでいき、両ベンチの声が上がり試合のコ

ントロールが上手くできないまま試合を終えました。

試合が終わり、インストラクターの方と反省会をし

たときには、動きの面を評価されました。スプリン

トが効いた走りができており、適切なポジションで

プレーを監視できている映像がありました。 

 

私自身のストロングポイントであるスプリント能

力を今後さらに伸ばせていけるように日々トレーニ

ングに励みたいと思います。 
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副審ではオフサイドラインの見極めの判定が正確

にできました。しかし、ボールがアウトオブプレー

になった時に指し間違えをしてしまうところは課題

なので、今後も修正していきたいと思います。 

第 4 の審判員では主審・副審の気持ちを考えながら

できることができました。特に、ベンチ側のハーフ

ウェーライン付近でボールが出たときに片手でどち

らのチームがスローインを行うかなどを示す時など

に手を使ってその方向を示すことによって、主審や

副審の援助ができたと思っています。 

またベンチコントロールなどを行い、第 4 の審判員

としての重要性を改めて認識することができました。 

 

今回の兵庫県スキルアップ研修会に参加し、主審、

副審、第 4 の審判員とそれぞれの役割を改めて認識

することが多い研修会となりました。 

この研修会を通して、さらなる高みを目指して今後

も成長していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各班のリーダー、インストラクターも金網越しに試合 

を見守った。 

 

・試合分析に使用する映像を班毎で撮影を行ない、反 

省会では審判員と一緒に見返し、より深い理解を得る。 

 

・フィールド全体を見渡

せる席から「判定精度・ 

ポジショニング・走力・ゲ

ームコントロール・チー

ムワーク」等、様々な角

度から試合を分析し、 

適切な指導を図る。 
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私は、12 月 10 日（土）11 日（日）に行われた

スキルアップ研修会に参加させていただきました。 

私たちは、この講習会で兵庫県クラブユースサッカ

ー（U-14）新人戦の審判をやらせていただきました。 

今回の研修の自分自身のテーマは、「自分に自信を

持って判断する。」でした。 

この目標を掲げ、2 日間の研修に挑みました。 
 
[1 日目] 

副審をやらせていただき、自分が

なんとなくしか分かっていなかっ

たことが解決し、基本的な部分で

も自分が知らなかったところなど

を細かく教えていただきました。

これから、試合の審判をしていく

上で、とても勉強になりました。 
 
[2 日目] 

練習試合では、主審をやらせて

いただき、初めての体験だったの

で、緊張しましたが、後ろにイン

ストラクターの方についていた

だき、無事やりきることができま

した。 
 
[まとめ] 

この研修に参加して、自分がまだまだルールを理解

していないことを知りました。基本的なことでも、

自分の分からなかったことや知らなったことが沢山

ありましたが、いろいろな方に教えていただき、と

ても勉強になりました。これからも、沢山勉強して、

自信をもって審判できるように頑張りたいです。 
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私は、２級審判員を取得したいと思い、今回初めてス

キルアップ研修会に参加させてもらいました。審判経験

の浅い私にとっては、不安でいっぱいでしたが周りには

１級審判員の方や２級審判員の方がいろいろと声を掛

けて頂き、コミュニケーションをとっていけるようにな

りました。 

 

試合になると２級審判員の方もレフェリーやアシス

タントをされていたので観戦し、自分との違いを比較し

ていました。姿勢、シグナル、ジャッジはもちろんのこ

と、イレギュラーな事が起きた時の対応がすばらしく、

とても勉強になりました。 

 

あと、初めて４ｔｈをしました。J リーグなどを見て

いると簡単にしているように見えますが、いざやるとな

ると、なにもできずインストラクターの方にサポートし

てもらいました。 

４ｔｈは一番冷静に試合を見られるからいろんな事

に気がついてサポートしていかないといけないと感じ

ました。レフェリーの時は後半の立ち上りがいつも悪く、

課題にしていました。インストラクターの方から「一回

リセットし切り替えて１０分きっちりやる」と、アドバ

イスを頂き、頑張れました。 

 

今回の研修会で一番感じた事は、レフェリーをするに

あたっての前準備がかなり大事だと感じました。割り当

てが決まり、それまで何ができるかをこれから考え、チ

ャレンジしていこうと思います。 

ユース審判員からも刺激を受けいろんな事を吸収し

見て学ぶ事が出来た楽しい研修会でした。 

 

最後になりましたが、参加にあたりご指導、ご支援を

頂きました兵庫県サッカー協会、淡路サッカー協会の関

係者の方々に心より感謝し、お礼申しあげます。 
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アクティブ登録をして 1 年半、自分の周りの環境が

変わる(息子が少年団を卒業する)2017 年の審判活

動における目標を設定するため、また、多くの審判

員と交流が出来、これほど色々なアドバイスが受け

れる貴重な機会はそうそうないと思い、今回のスキ

ルアップ研修会に参加させて頂きました。 

 

テーマは、「審判チームで協力し試合をコントロー

ルする」「人間性を向上させる」というもの。 

 

2 日間通して、三木リーダーを中心に、娘と同い年

の中学生、ユース審判員、これからのHFA を支える

若手の男女2 級審判員、そして私という、審判員を

していなければまずあり得ないであろう組み合わせ

の班でともに活動し、チームとしてゲームに臨み、

ビデオ研修をして頂き、審判員としてはもちろん、

一人の人間としても今更ながら学ぶ事があり、少し

成長出来たのではないかと思います。 

 

【レフェリーとして】 

ビデオ研修会において自分では全く気付いていな

い無駄な動きをご指摘頂いたのは非常にためになり

ました。また、研修会という事でハーフタイムにも

アドバイスを頂き、それを後半すぐに活かすことが

出来ました。まさに短時間でのマッチ、トレーニン

グ、マッチ(のようなイメージ)。 

これは最高の経験になりました。次回以降の割当て

で早速修正していきたいと思います。 
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【アシスタントレフェリーとして】 

経験の少ない中学生のアシスタントという事で、班

の審判チーム一丸となってサポートしました。 

指導者として長く活動していても、最初に受けた印

象はとても大切だと感じています。ゲーム前はすご

く緊張していた様ですが、終わってから「楽しかっ

た」という言葉が聞けて、ホッとするとともにとて

もうれしい気持ちになれました。 

 

【4th.レフェリーとして】 

普段なかなか経験することがなく、やるべき事を頭

では理解していても、その場その場で思いもよらぬ

事象が起こります。横にリーダーがついて下さり、

その都度アドバイスを頂けたことで、理解も深まり

非常にいい経験となりました。アドバイス頂いた事

をしっかり整理し、自分の引き出しを増やしていけ

ればと思います。 

また、研修の合間に頂いた山本チーフインストラク

ターの「新たなるチャレンジ」のご挨拶には非常に

感銘を受けました。我々の様に4 種のお父さんコー

チあがりで、年齢を大きく重ねてから審判、インス

トラクター活動を始めた人間にとっては、とても勇

気づけられるお話でした。 

その他、書いていくときりがない程濃密で充実した

2 日間でした。 

自営業のため、研修会に参加するには休業しなけれ

ばならず、正直少し悩みましたが、本当に参加して

よかったです。 

 

最後になりましたが、いつもアスパ五色割当ての際は非常にお世話になっております淡

路サッカー協会の高倍委員長をはじめ、淡路サッカー協会関係者の皆様、今回の研修会を

取り仕切って下さいました梶原審判員をはじめ、多くのアドバイスを下さった、兵庫県サ

ッカー協会の皆様、また一緒に学んだ審判員の皆様、本当にお世話になりました。 

 

先に述べました山本チーフインストラクターのお言葉を胸に、三木リーダーから受け継

いだ『B ダッシュ！』の精神で、2017 年も一つ一つの割当てを大切に、全力で走り切り

ます。そして、必ずや今よりも成長した姿でまた、このアスパに戻って来られる様努力し

てまいります。 

今後ともご指導、ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

山本チーフイン

ストラクターの

眼差しの向こう

には…. 若手からベテラン、 

女子審判員が集結し、 

己を鍛えあげた。 


